
　2028中計の主要戦略の第2の柱に位置づけているのが、従来から行ってきた事業ポートフォ
リオ入れ替えのさらなる加速です。
　インオーガニック成長戦略として、低収益分野からの撤退を約1.5兆円、高収益分野への投
資を約1.0兆円実行する計画です。また、オーガニック成長戦略として、既存資産を約0.6兆円

圧縮し、既存事業でもより収益性の高い分野へ約1.3兆円投資する計画です。
　これらによって、総資産の拡大を抑えつつ収益性を引き上げます。そのためにも、資本収
益性を軸とした投資・撤退の判断の仕組みを高度化するとともに、パイプライン拡充により成
長投資を強化します。

2025年度総資産 2028年度総資産

※1  2028中計策定時点（2025年度3Q）の実績値。

※2  2025年度および2028年度の想定為替レートの
違いによる為替影響（△0.9兆円）を除いた場合
の2028年度総資産残高は13.6兆円。
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